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るであろうかという想像が広がった。あるいはプロトプラス
トを調製して，融合産物を得るという手段もあるかもしれな
い。中間的で，どっちつかずのものが得られるかもしれない
が，ハクランのように新しい形質があるものもあるかもしれ
ないと思うのである。筆者はその現状について詳らかには知
らないが，園芸関係者の間ではそのようなものが作られてい

るかもしれないと思い，もしも，ご存知の方があれば教えて
いただきたいと述べて，本稿を閉じる。　　

文献
Franke, G. et al.:　Früchte der Erde, Urania-Verlag 1976）

　　　 我が国の食料供給カロリーの国別構成

表 -1　我が国の食料供給における供給カロリーの国別・品目別構成（試算）：2022年度　（熱量の単位は kcal)

我が国の 2022 年の食料自給率（カロリーベース）は 38％
である。1961 年には 78％あったものが，米の消費の減少や，
畜産物や油脂類の消費が増大する等の食生活の変化により，長
期的に低下傾向が続き，2000 年代に入ってからは概ね 40％
を切った横ばい傾向で推移している。2020 年に策定した「食
料・農業・農村基本計画」の 2030 年度 45％の目標到達は難
しい状況にある。

我が国の供給カロリーのうち， 62％は海外から輸入する農
林水産物・食品に頼っている現状から，農林水産省では，この

海外からの供給分をより詳細に分析するため，各国・地域から
の輸入量で按分して試算したものが表 - １である。

供給カロリーの多い順に，米国 22％，豪州 11％，カナダ９％，
ブラジル５％となり，国産とこれら主要４ヶ国分とを合わせる
と，大部分（84％）を占める。これら４ヶ国はいずれも国土
面積が広大で，とうもろこし，小麦，大豆，なたね等の穀物や
油糧種子，飼料作物といった土地利用作物とそれを活かした畜
産物が主な輸入品目となっている。　　　　　　　　　（K. O）

　統計データから

国 名 品 ⽬ 熱量 % 国 名 品 ⽬ 熱量 % 国 名 品 ⽬ 熱量 %
合計 850 37.6 合計 251 11.1 ⼤⾖油かす 4 0.2
⽶  474 21.0 砂糖類 104 4.6 鶏⾁ 4 0.2
砂糖類 63 2.8 ⼩⻨ 61 2.7 飼料作物 2 0.1
野菜 50 2.2 なたね 47 2.1 合計 31 1.4
⼩⻨ 47 2.1 乳製品 13 0.6 砂糖類 17 0.7

⽜乳・乳製品 44 1.9 ⽜⾁ 9 0.4 鶏⾁ 9 0.4
⿂介類 39 1.7 飼料作物 4 0.2 合計 25 1.1

いも類・でん粉 38 1.7 合計 193 8.5 パーム油 21 0.9
果実 20 0.9 ⼩⻨ 89 3.9 合計 20 0.9
⼤⾖ 18 0.8 なたね 69 3.0 乳製品 16 0.7
鶏卵 8 0.4 ⼤⾖ 12 0.5 合計 20 0.9

植物油脂 8 0.4 豚⾁ 9 0.4 とうもろこし 14 0.6
⽜⾁ 6 0.3 合計 105 4.6 合計 18 0.8
鶏⾁ 5 0.2 とうもろこし 58 2.6 とうもろこし 16 0.7
豚⾁ 5 0.2 ⼤⾖ 24 1.0 合計 17 0.7
海藻類 4 0.2 鶏⾁ 8 0.3 果実 12 0.5
合計 497 22.0 ⼤⾖油かす 7 0.3 やし油 4 0.2

とうもろこし 205 9.1 合計 79 3.5 合計 9 0.4
⼤⾖ 102 4.5 パーム油 75 3.3 豚⾁ 5 0.2
⼩⻨ 101 4.5 合計 57 2.5 果実 2 0.1

飼料作物 12 0.5 乳製品 24 1.1 合計 8 0.3
豚⾁ 9 0.4 豚⾁ 14 0.6 ⿂介類 4 0.2
⽜⾁ 9 0.4 オリーブ油 8 0.4 合計 5 0.2
乳製品 9 0.4 ばれいしょ 3 0.1 ⿂介類 3 0.1

ばれいしょ 7 0.3 果実 2 0.1 合計 4 0.2
⿂介類 6 0.3 合計 41 1.8 ⿂介類 4 0.2
果実 3 0.1 野菜 12 0.5

⼤⾖油かす 3 0.1 果実 10 0.4
野菜  2 0.1 ⿂介類 4 0.2 計 2,260 100.0
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日頃より，当協会の機関誌「植調」の刊行にご協力を頂い

ておりますこと，心より感謝申し上げます。

さて，当協会はホームページの充実を図るとともに利便性

を高めるために，植調誌の全ての記事のタイトルや掲載号を

検索する機能を整備して参りました。さらに，ホームペー

ジ上で検索した記事タイトルから記事の全文が閲覧できるよ

う，準備を進めているところです。しかしながら，創刊号か

ら第 49巻第 2号までの記事については著作権の所在が明示

されておりませんので，当協会としては著者からホームペー

ジ上での記事公開について許諾を得ておく必要があります。

本来であれば著者の方々から個別に許諾をいただくべきとこ

ろなのですが，創刊号からの共著者を含む全ての著者から個

別に許諾確認をいただくことは極めて膨大で困難な作業とな

り，それにより公開が大幅に遅れることも懸念されます。

そこで，当協会としましては，この「お知らせ」をもって，

「植調」の創刊号から第 49 巻第 2号までの巻頭言，論文記

事および各種連載記事の著者の方々からホームページ公開に

ついてご承認をいただきたくお願いする次第です。

これについて著者の方々からご承認いただけないとのお申

し出があった場合には，当該記事をホームページ上での公開

対象としないことといたします。ご承認いただけない著者の

方は，2024 年 3 月 31 日までに，その旨を当協会総務部企

画課に，電話，郵便，E-mail などどのような手段でも結構

ですのでご連絡ください。お申し出の無かった記事につきま

しては，ご承認いただけたものとして公開作業を進めさせて

いただきます。ただし，期限後にお申し出があった場合につ

きましては，当該記事の公開を速やかに中止させていただき

ますことを申し添えます。

以上，よろしくお願いいたします。

機関誌「植調」記事のホームページ公開のお知らせ

公益財団法人日本植物調節剤研究協会

2023 年 11 月 22 日

連絡先
　公益財団法人日本植物調節剤研究協会
　総務部企画課
　〒110-0016
　東京都台東区台東1-26-6
　電話	 ：	03-3832-4188
　Fax	 ：	03-3833-1807
　E-mail	：	kikaku@japr.or.jp
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